
 
 
 
 

 
 

地域でつながる 
～安心なくらしってなんだろう～ 

 
 

 
 

  

報告者 地域相談支援センターポポラス  船井幸子 

    みやまえ基幹相談支援センター  山本 望 

 

平成26年10月29日（水） 

宮前区地域自立支援協議会 



宮前区地域自立支援協議会 
構成員（総員37名） 

• 当事者（2名）家族（1名） 

• 市民（2名） 

• 障害者福祉施設・事業所（10ヶ所） 

• 特別支援学校（２ヶ所） 

• 地域包括支援センター（1ヶ所） 

• 専門機関（地域療育センター、障害者更生相談所 

  精神保健福祉センター、れいんぼう川崎） 

• 保健福祉センター 

• 相談支援センター（基幹1ヶ所、地域3ヶ所）     



専門委員会 
奇数月開催 

 

宮前区地域自立支援協議会 組織図 
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全体会議 
偶数月開催 

運営会議 
 

 相談支援センター 
 専門機関、区役所 

月１回開催 
 

くらし 
（防災・ 

当事者参加） 
児童 広報 

各専門委員会に 
相談支援センター 

が参加し、 
運営会議にて 
進捗を確認 



今年度の取り組み 
・全体会議 
  ６月 自主防災組織との勉強会 

  ８月 地域包括支援センターとの意見交換会 

 10月 当事者との意見交換会 

  

・専門委員会 
   児童専門委員会 

  広報委員会 

  くらし委員会（防災、当事者参加） 

今回のメイン
報告です 



児童専門委員会 

教育・家庭・福祉の連携を目指し、保護者や教職員向けの情報
提供を目的とした研修会への協力や企画・開催、また情報誌の
発行をしていきます。 
 
5/14 川崎市立小学校・特別支援 
    教育研究会総会 
8/ １ 教職員向け夏季公開研修会 
 
10/23 保護者・支援者・市民対象 
研修会「地域で生きる力をつけるために」 
 

対象年齢別の情報誌「ふれあいJr」 
の発行（今年度は幼児期対象） 
 
 
 



広報専門委員会 

広報を行うことにより、 

宮前区地域自立支援協議会の 

活動を地域に広く知って 

もらえるようにしていきます。 
 

・広報誌 

「ほっととらいあんぐる」発行 
 

・ホームページの立ち上げ・運用 

 



くらし専門委員会（当事者参加） 

 

今年度 

より幅広く当事者の方に参加していただく方法? 

 

⇒まずは 

「意見を聞く、話し合う」ことが大事！ 

「会議」という形にこだわらずやってみよう！ 

  

そこで・・・ 
 



  

 当事者との意見交換会を開催！ 

『日々の想いを発信してみませんか？』 

10月21日（火） 
 「地震！その時あなたは」 

12月16日（火） 
 「聞かせて！ 
   あなたの日々のくらし」 



くらし専門委員会（防災） 
 
 昨年度、防災についての２回のグループワーク。 
 気づいたことは、 

「地域の取り組みを知らなすぎる」 
 そして・・・ 

 6月に自主防災組織の方との勉強会を開催。 

⇒大事なことは、 

 地域との日頃からのつながり！ 

 障害のある方や支援者からの「発信」！！ 

 

 



「防災について学ぶこと」 

「当事者からの発信」 

をテーマにして企画検討 

障害のある人の安全なくらしを 
身近な地域の方たちと一緒に考えたい 
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東日本大震災のときに困ったこと 
～アンケート結果から～ 

n=８８ 
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使える制度 避難所について 地震の予備知識 防災グッズについて 

防災について、これから知りたいと思うこと 
n=８８ 



災害時要援護者支援制度を 

      知っていますか？ 
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災害時要援護者支援制度を 

     知っている人へ質問。 

   申請していますか？ 



 

 

１１月21日（金） 

 １０：３０～１２：３０ 

 

『地域でくらす 

 ～防災の備えについて～』 
 

 

 

  

 

 

  

  

 

 

 

 

  

  

 

 



みなさんが安心できるくらしを
一緒に考えていきましょう。 

防災は、障害のあるなしに関わらず、 
多くの人が関心を持つことが大切！ 


